
日時：２０２５年 ２月１４日（金） 

午後７時～８時３０分 

場所：ゆめりあ うじ（４階 研修室） 

日本共産党宇治市会議員団 

議会報告・市政要求懇談会 
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ご相談は 
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市長に、来年度の予算要望書を提出 

 日本共産党市会議員団は１月２９

日、松村市長に対し、２０２５年度の予

算要望書を提出しました。 

 予算要望では、水道料金などの公共

料金を引き下げることなど、物価高騰

から市民生活を守る施策を積極的に実

施することを求める項目から始まり、

１８歳までの医療費の無料化、学校給

食費の無償化、デマンドタクシー（予約

制乗り合い）の導入など、重点要望２１
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を要望しました。 

 物価高騰のもとで、市から国に、地方

自治体への財政支援を求めることや、

ＰＦＡＳの発出源調査や健康調査への

財政支援を求めることなどの要望や、

水道の広域化・民営化などを進めない

ことなどを市から京都府に求めるよう

要望しました。 

 また、市の部局別の要望、各議員の生

活相談担当地域に対応した地域要望な

ど、合計で３６２項目の実現を求めま

した。 

 議員団は、対応した川口副市長と懇

談し、川口副市長は「要望を踏まえて、

当初予算の編成作業にあたっていく」

と応えました。 

  

議員団 ミサイル訓練中止を求め申し入れ 

 宇治市は２月２日、国の内閣官房、消

防庁、京都府と共同で、弾道ミサイルを

想定した府内初の国民保護訓練を、宇

治市役所近隣で実施しました。 

 「某国からの弾道ミサイルを想定し

た住民避難訓練」として、消防団員や地

域の防災リーダーにも参加を呼びかけ

ました。 

当日は、市役所前の「あんしん館」を

メイン会場にし、訓練の概要が説明さ

れました。ミサイルが発射され J アラ

ートが発出されたとの想定で、通行人

役の市民などを、市役所地下に誘導す

る訓練などがおこなわれました。 

 この訓練は松村市長の肝いりで進め

られ、国に対して積極的に宇治市が誘

致して実施したものです。 

 日本共産党宇治市会議員団は、訓練

実施に先立つ１月２９日、松村市長に 

対し、訓練中止を求める申し入れを行

いました。 

 申し入れでは「今回の避難訓練は、市

民に不安と危機感を煽って戦争への道

に向かわせるもの」と批判し、「市民の

生命を守る有効な道は、平和への強い

希求を持って、対話を通じて相手に対

する理解、相互信頼を広げていくこと」

と指摘し、訓練の中止を求めました。 

 党議員団は「訓練の名で戦意高揚を

煽るもの」だと、対応した危機管理官

に、強く訓練の中止を求めました。 


